
 

 
 
第４章 戦略方針                           

 
「希望が見えるまち・誰もが住みたくなるまち」を実現するため、20～30 年後の本市の

将来を見据えたとき、今後 10 年間に取り組むべき政策を戦略方針として掲げ、まちづくり

を推進していきます。 

１ 戦略方針 

40 年以上続いた少子化を克服し、人口減少を抑制するとともに、持続発展可能なまち

づくりを推進することが必要です。そのため、20～30 年後の本市の将来を見据え、かつ

掛川らしい政策の方向性を示すため、本市では、戦略目標として次の３つの分野におい

て日本一を掲げます。 

(1) 教育・文化分野 

掛川のまちを誇れる人を育むことが重要です。 

掛川市民に広く浸透している報徳や生涯学習の考え方を基礎として、市民総ぐるみで

教育に取り組むとともに、掛川文化の振興により、市民の夢と希望を醸成し、心豊かな

ひとづくりにつながる施策を展開します。 

(2) 健康・子育て分野 

掛川のまちで充実した暮らしを送れることが重要です。 

掛川市民が健康を維持し生きがいを持って生活できることを基本として、地域医療連

携体制を充実し、健康長寿の市民が多いまちづくりを推進するとともに、子どもを生み

育てることが可能な環境を整え、子育てにやさしいまちづくりを推進し、健やかなくら

しづくりにつながる施策を展開します。 

(3) 環境分野 

掛川が住み心地の良いまちであることが重要です。 

掛川市民が安全と安心を実感できることを基本とし、潤いある自然環境や穏やかな生

活環境、充実した都市基盤環境を整備し、住み続けたいまちづくりにつながる施策を展

開します。 

また、施策を推進するにあたっては、あらゆる面で、協働と広域連携の視点を考慮す

ることとします。 

 

■協  働 持続発展可能なまちづくりを推進するための協働の視点として、「産(産

業)・学(大学等)・金(金融機関)・民(市民)・公(NPO･社福等)・官(国や

県)・市」の７つの強みを生かした連携を推進していきます。 

■広域連携 「ひと」や「しごと」の流れがひとつの市の中で完結するものではないこ

とを踏まえ、経営資源の流れを広域的に捉え、本市が周辺地域とともに

発展していけるよう、有効な連携を推進していきます。 
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第４章 戦略方針                           
 

「希望が見えるまち・誰もが住みたくなるまち」を実現するため、20～30 年後の本市

の将来を見据えたとき、今後取り組むべき姿勢を戦略方針として掲げ、７つの戦略の柱

を軸としてまちづくりを進めていきます。 

 

１ 戦略方針 
 

未来に向けてチャレンジできるまち掛川 
 

社会状況や自然環境、人々の生活や価値観は、急速に大きく変化しており、掛川市は、 

持続可能な未来に向けて、地域の歴史を誇り大切にしながら、新しいステージに挑むと

きを迎えています。 

平成 19 年 12 月に発信した「生涯学習都市宣言」は、市民が少しでも多くの幸せを実 

感し、健康で生甲斐を持って生きていくために、一生涯学び続けていくことを掲げてい

ます。また、平成 25 年４月に施行した「自治基本条例」は、協働により「希望が見える

まち・誰もが住みたくなるまち」掛川の創造を目指しています。 

学びを続け、ともに役立ちあう「生涯学習」は、市民のチャレンジの積み重ねから実 

現し、そうした市民によるたくさんのチャレンジが広がることは、「希望が見えるまち・

誰もが住みたくなるまち」掛川へとつながります。 

本市は、この「生涯学習都市宣言」と「自治基本条例」の理念を実現するため、市民

一人ひとりが輝き、いつでも、誰でも、何回でも、「未来に向けてチャレンジできるまち」

を目指します。 

また、掛川市の新しいまちづくりにおいては、対話を重視しながら、時代や社会の変

化を的確に捉え、固定観念や既存の手法にとらわれることのない柔軟な思考で、一歩先

の未来を描きながら取り組みます。 
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